



















センタ-長 早瀬 隆司(環境科学部教授 ･環境政策)
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寮センター長ごあいさつ-- ---1 甑連載 最喝蓉電設 滞積① 絹布のクスノキ ･- -3
東センターのご紹介.-･ -･1 環抑 脚 ① 中村(倭)ゼミ - i3
蘭雲仙Eキャンレツジ交流センター始動 ! -- ･2 歯書架 『旅する長崎学8』-. ･･-4
-97-











































今後､歴史 ･経済 ･文化遺産 ･温泉 ･火山 ･福祉など､さまざまなテー






































㊥開催日 2008年 12月 7日(日) 9:00-15:30 (小雨決行)
㊥おもな内容 ･物産販売 (雲仙ブランド､雲仙牛､認定農業者､青年農業者､商工会､
牛乳消費拡大､雲仙スイーツ､小浜ちゃんぽん､霧島市コーナーほか)










九州 ･山喜コの近代化産業遺産醇がユネスコの世界遺産暫定 リス ト入
りを果た した｡ この本の表紙にも ｢長崎は野外産業博物食勘 と記 され
ているが､ま さに今回の結果は､人間が積み重ねてきた社会環境 を再
評価す る点 と､地域づ くりの手法 として注 目を高めてきた rまち歩 き｣
-の期待 とい う点が大きく貢献 した といえるO
ただ､本書の面 白みは､世界遺産になろ うとす るものが決 して特別
な存在であるものではな く､長峰 とい う街の近代化によ りわれわれ庶
民の生活 も変化 してい く過程で､現代 の景観のなかに身近 に残 されて
いると位置づ けてい ることにあるO また､ 自然環境 ･入間環境 さま ざ
まな地域資源 を､箱モ ノに収集す るのではな く､ ヒ トが現地 を訪ねて
まわる ｢地域まるごと博物館｣(ェ コミュー ジアム)の考 え方が､長崎各地で も実現できることを感
じさせて くれ る一 冊である｡全ページカラ← とい うのも うれ しいO
寄詩境だよき･)
新スタッフ紹介
･深 見 聡 准教授(センダー尊任教員､10月 1日付)-鹿児島軍出身O2001年にNPO法人まちづくり地域フォーラ
ム･かごしま探検の合を設立｡今年 9月まで初代代表理事を務めたO専門は､人文地諜学.観光学｡みなさん
にひとこと｢環境科学部の-異として､これまでの地域活動の経験と初ICを忘れず頑漁ります｡｣
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醜日時 2009年 2月 19日(木) ll:00-12:00(開場:10:30) 鰐定員 30名
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